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資料紹介

陣ヶ峰北遺跡出土の線刻礫について

伊藤秀和 

ここに紹介する１点の石製品は平成 26 年に新潟県県

央歴史研究所の池野氏によって陣ヶ峰北遺跡から表面採

集されたものである。陣ヶ峰北遺跡は加茂市から田上町

にかけての新津丘陵縁辺～沖積地に立地する縄文時代

中・後期の遺跡である。平成８年に発掘調査が行われ、

夥しい量の土器と磨製石斧、土偶などが出土している。 

石製品は不整形を呈した偏平な礫で大きさは7.3㎝×

5.4㎝で、重さは61.97ｇである。石材は凝灰岩で黄色を

呈する。裏面は欠けているため不明であるが表面に長短 

表面 

編集後記

今回玉稿をお寄せくださいました、長谷川昭一先生に厚 

く御礼申し上げます。また、本年度貴重な民俗資料を寄贈 

してくださいました皆様に、重ねて感謝申し上げます。 

これからも加茂市内外の皆様に愛される、学習や研究 

のお役に立てる資料館として、一層努力して参ります。 

合わせて 12 条の直線状の刻みで文様が描かれた線刻礫

である。線刻礫は村上市アチヤ平遺跡から多く出土して

おり、文様構成はアチヤ平遺跡のＣ類〔長田2002〕に類

似する。縄文時代後期の所産であろう。線刻礫は信濃川

流域で類例の無いものであり、その系譜や詳細はわから

ないことが多い。今後、類例の増加を待って検討が必要

である。 

報告にあたり、小熊博史氏、長田友也氏、立木宏明氏、

寺﨑裕助氏から多大なご教示を賜った。記して御礼申し

上げます。 

引用・参考文献 

長田友也 2002 「第Ⅴ章遺構・遺物７ 石製品」「第Ⅶまとめ７ 石 

製品」『朝日村文化財報告書第21集 奥三面ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅹ

Ⅲ アチヤ平遺跡上段』 新潟県朝日村教育委員会・新潟県
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「加茂町案内地図」に見る大正期加茂町の産物

はじめに

加茂町は、 江戸時代から四 ・ 九の六斎市が聞かれ

多くの人や物が集まり、様々な産業が発達しました。

米を原料とする酒や白玉粉、 「加茂縞」として著名な

綿織物、 建具 ・ 箪笥の木製品、 「加茂紙」と唐傘 ・ 元

結水引などは、 その起源、を江戸時代に遡ることがで

きます。

明治維新の激動期を乗り越えた加茂の産業は、
はぷたえ

羽二重を中心とする絹織物、 畳の上敷きとしての渋

紙、 日本最初の 販売用マカロニなど、 新しい物産も

台頭しました。 明治30年（1897）の 北越鉄道開通を

契機に山形 ・ 福島など近隣の県から北海道 ・ 東京 ・

大阪方面に販路を 広げました。 明治44年（1911)に

加茂町に電気が引かれ、 繊維 ・ 製材 ・ 製紙などの工

場にモ ー タ ー が導入され、 機械化が進みました。 第
一 次世界大戦（1914 ～18）の影響により日本国内が

好景気に沸き、 加茂も「産業のデ
、
パート」といわれ

るくらい各種産業が大きく発展しました（『加茂市

史』資料編3）。

大正9年（1920）の 「加茂町案内地図」は、 当時

の加茂町の状況を 一覧できる好資料です。 これによ

り、 多彩な産業が花聞き、 最も活発だ、 ったころの産

物を紹介します。

加茂市文化財調査審議会副委員長

長谷川 昭一

1 「加茂町案内地図」について
「加茂町案内地図Jは、 大正9年8月25日付で若

宮町の西長商店印刷部（浅野長作）で印刷、 上町の

川口書店により定価10銭で販売されました。この年

の 8月31日から青海神社で、61年に一回の 大祭であ

る 「六十一年式年祭」が聞かれました。 これを目当

ての参拝客に、 加茂町を紹介するガイドブックとし

て発行されたもの です。

表面には、 市街略図はじめ、 町の 概要と沿革、 名

産 ・ 古蹟 ・ 先賢者などの紹介が載ります。加茂町概

要では、 地勢・戸口 ・ 交通について大正8年末の 数

値がわかります。人口は18,083人で、 年間の出生 が

688人、死亡491人でした。 当時は、自動車299台の
ほか荷車978台 ・人力車44台 ・ 荷馬車23台 ・ 小回

り舟67般と新旧の運搬手段が混在していました。電

話加入者が、 僅か110人に過ぎませんでした。

裏面は、広告宣伝の欄で、68 の店が載っています。

2 大正期加茂町の生産物

表は、 大正8年の加茂町の年間生産額 ・ 生産数量

です。 総生産額は1,098万円で、事責L維産業が総生産

額の 65% ・ 719万円を占め、 断然トップの座にあり

ます。 2位以下は、 日本酒 ・ 白玉粉に代表される食

料品8.9% ・ 97万円、 米主体の農産物8.5% ・ 93万

円、 紙関連6.9% ・ 75万円、 木材関連6.6% ・ 72万
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平成２７年度遺跡発掘調査について

本年の遺跡調査は、開発事業に関連した確認調査

が２遺跡、下水道工事に伴う工事立会い調査を３遺

跡で行った。

１ 岩清水遺跡―中世―

調 査 地 加茂市大字下条字岩清水地内  

調 査 期 間  平成２７年６月２日

調 査 原 因  河川改修工事

調査の概要 ３か所にトレンチを設けた。砂質土が

厚く認められ、下条川による堆積層と考えられる。

遺跡は確認できなかった。

岩清水遺跡位置図 

岩清水遺跡 ３トレンチ 

２ 中沢遺跡―弥生～近世―

調 査 地 加茂市芝野地内  

調 査 期 間 平成２７年１０月１日

調 査 原 因 宅地造成工事

調査の概要 ３か所にトレンチを設けた。現地表面

から約２ｍほど掘削したが、遺構・遺物ともに確認

できなかった。腐植物層が厚く堆積し、調査対象地

周辺は低湿地であったことが推測される。

中沢遺跡位置図 

中沢遺跡 ３トレンチ

工事立会い調査を行った下条の花立遺跡から古

代の土器、狭口の芦ノ出遺跡から中世の珠洲焼が出

土した。

花立遺跡

芦ノ出遺跡

花立遺跡

芦ノ出遺跡
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